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ム」を研究参加者に週 1 回計 8 回実施する，介入研究である．介入前後においてその  
効果を検証する．このプログラムは，人が日常行う様々な要素の作業を偏りなく，包  
括的且つ効果的に体験することで，今まで気づかなかった自らの興味や特性，強みを  
発見するためのプログラムであり，内容は MacDonald の作業分類（1975）および松井 


















効果測定の方法を再度検討したいと考える。 2018 年度日本作業療法学会での発表を予定  
